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当院におけるリハビリ中の事故発生状況について
転倒事故に着目
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【はじめに，目的】
当院は急性期医療を担う大学病院であり，重症例やハイリスク症例にも早期からリハビリテーション（以下リハビリ）を介入し，
療法士は適切で万全なリスク管理が求められている。当院リハビリ部ではリハビリ時における事故発生状況について定期調査
をおこなっており，今回我々は 2009 年～2013 年度の事故発生状況，中でも転倒事故に着目し，当院におけるリスクマネジメン
トへの取り組みも含めて検討したので報告する。
【方法】
2009 年 4 月 1日から 2013 年 3 月 31 日の 5年間に当院療法士が提出した事故報告書を基にリハビリ中に発生した事故 314 件を
比較検討した。年間単位数から 1単位あたりの事故発生率を求め標準化した。調査項目は事故報告書から転倒事故について発生
時の動作，介助レベル，場所を抽出し年毎に比較検討を行った。また当院リハビリ室には 2012 年から安全懸架（Safety Suspen-
sion，以下 SS）と位置づけられた懸垂装置を導入している。SSは患者の体幹に装着したハーネスと天井のレールにつながる懸
垂装置である。今回，SSについての意識調査アンケートを部内療法士対象に実施した。
【結果】
事故件数及び 1単位あたりの発生率は 2009 年度 78 件（0.038％），2010 年度 75 件（0.034％），2011 年度 58 件（0.025％），2012
年度 44 件（0.018％），2013 年度 59 件（0.020％）であった。事故のうち転倒は 2009 年度 27 件（34.6％），2010 年度 21 件（28.0％），
2011 年度 25 件（43.1％），2012 年度 12 件（27.3％），2013 年度 8件（13.6％）と低下を認めた。転倒事故において 5年間合計件
数の多い順に動作別では 1位：歩行（34.1％），2位：立位（14.8％），3位：車椅子座位（12.5％），介助レベル別では 1位：近位
監視（49.4％），2位：軽介助（21.7％），3位：遠位監視（12.1％），場所別では 1位：PT室（32.5％），2位：OT室（21.7％），
3位：廊下（15.7％）であった。年度毎の歩行中転倒件数は 2009 年度 9件，2010 年度 6件，2011 年度 11 件，2012 年度 1件，2013
年度 3件であった。近位監視中転倒件数は 2009 年度 10 件，2010 年度 10 件，2011 年度 14 件，2012 年度 5件，2013 年度 2件で
あり，それぞれ 2012 年度から件数の低下を認めた。SSについてのアンケートでは「転倒事故防止を目的に使用している」との
答えが 61％であり「歩行練習中の事故防止に効果的か？」という質問では「非常に効果的」，「やや効果的」との答えが 94％で
あった。
【考察】
当院では部内リスクマネージャーと安全管理室が連携し新人研修や部内勉強会においてリスク管理に関する講義を実施してい
る。事故発生時には管理職療法士，リスクマネージャーから担当療法士に対し改善点についての指導，他療法士への周知徹底が
行われ再発予防に取り組んでいる。リハビリ部では 2012 年度 PT室に SSを導入しており，必要に応じて転倒防止ベルトの使用
も推奨してきた。そのため 2012 年度から転倒事故件数の減少が認められ立位，歩行練習時に SSを使用することは事故防止に効
果的であることが考えられた。アンケート結果でも転倒事故防止を目的に SSを使用しているスタッフが過半数におよんでい
た。また SSについて歩行練習中の事故防止に効果的であると答えたスタッフが 94％におよび歩行時の転倒事故防止に対する
スタッフの意識向上が認められた。しかし SSは使用場所が限られる為，今後病棟や屋外では持ち運び可能な転倒防止ベルトの
使用を今まで以上に推奨し，状況に合わせた使い分けをすることで，より安全で適切かつ効果的なリハビリの提供が必要と考え
る。
【理学療法学研究としての意義】
本研究では医療安全に関する要因の検討，スタッフの認識が把握できた。リスク管理の教育におけるシステムの構築に非常に有
用と考えられる。また当院と同様の急性期医療施設への情報提供となり，今後の積極的かつ安全なリハビリの普及にも有用と考
えられる。
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